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　StrePtomvces　O 〜伽 f甜 3 に 依 る ビ タ ミ ン B
】2 の 鑑 産

　　PFFIFER ，　 V ．　 F．，　 VOJNovlcH ，　 C ．　 and

　　HEGER ，　E．　N ．： Ind．　 E コg．　 Chem ．46， 843

　　（1954）

　StrePtomyces 　olivaceus 　lこ依 る ビ タ ミ ン B12 （以下

B12 ） の 生 藍 に 關 し て は 　HALL 　（USP 　 2， 643， 213

（1953），
Ap ／）1．　Microbiol ．　 1，124 （1953？） に 依 っ τ

述 べ られ て い るが ，着者等 は 中問 工 業試驗 を行 い ， 工

業 的 規模
幽
こ於 け る最 邁條 件，生 珪債格等 を檢討 して い

る ．

　装 置 ： 鋼 ， 銅 ，不 銹 鋼製 醸 酵 ダ ン ク （600 ，800 ，4000

　　 ガ 卩 ン ）；澱縮乾 燥 裝 置．

　培地殺 菌 法 ： バ ツ チ 式 250
°F， 1帽2時 間幽逋 纜式

　 　 で は 325
’
F ，13分 ，

　培地組 di　：種 々 の 蛋 白質原 料 デ キ ス ト ロ ーズ
， 炭

　　酸 カ ル シ ウ ム
，

コ バ ル ト鹽 等 の 種 々 の 濃度 比 に つ

　　い て 楡 討 し，衣 の 組 成 の 培地 が 最 適 で あ る こ とを

　　認 め て い る．

　　　Distiller’s 　soluble 及 乙に大 豆粕 4 ％，デ キ ス

　　　 ト 卩 一ズ 1 ％，CaCOaO ．5％ ， C 」C126H” 02 〜

　　　10ppm ，淆泡齊UO，5％ L

　接種量 ： 1 − 12％ で大 差 ない が5％ を探 用 し T い る ．

　 培養 温 旋 ： 80°F，培地 pH 調整 ：7 ．0− 7．5

　逋 氣條 件 ： 酸 素 吸 收速 壁 ， 吸牧酸 素1．〇 三 リ モ nfL ！

　 分 ；　逋 氣 量 ↓ 〜ろ皇L ／L ！分 ；　壬擢｝搾90岬180rpn ｝．

　B12收量 ：72時 間 培養 で 1．3−vl ．5mg ！L ．

以 上 の 如 くし て 得 にブ P 一ス は 濃 縮 ，乾爆工 程 を經 て ，

Bi215・− 17mg ！pd含 有 す る乾燥 粉末 が 得 られ る．こ の

工 程 の 諸 條件 を檢討 す る と共 に B12 回版 の 爲の 保 謹物

質 に つ い て も研 究 して い る ．

　著者は工 場設備費，原價 計算例を示 し T い る が ， 生

産價格 （乾燥 物 中 の B コy の mg 當 り） は 2δ．9 セ ン トで

あ る．（B 鶏 の 日産 28．5g とし て ）

土 地及 び整 地 等 の 附 帶 費

建 物 50x50 　x 　25

裝　置

裝 置 据 付

配 管 ，配 線

其の 他骰 備 費

臨時費そ の 他

　 合 　 計

　　　　　　 價格ノB1 ゴ ℃ 9

原 料 費 　 　 6 ，3 セ ン ト

利 　 益 　 　 　 　6．4

　 10，000弗

　 50 ，0DO

　120，000

　 48 ，000

　 82，DOO

　 40，000

　100，000

　450，000

　　　 價格ノB コun
’
）g

維 持費　 　　 2 ．4

そ の 他　 6．4セ y ト

、
鐐 ぐ51i ）

　勞賃及 管理 費　5．3　　　　 含　計 　 26．9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （芝崎）

　 Ne “ rOsPOra に よ る芳香族化 合 物 の 生 合成

　　TATUM ，　E．　L．，　GRoss ，
　S．　R ．，EHRENSVARD ，

　　G．＆ GARNJoBsT ，
　 L．： Proc ．　Nat ．　Acad ．

　　Sc艮eコ ce 　40
， 271　（1954）

　此 の 報矣 は leSS　mutant を 用 い て ，　 Ne ：trosPora の

芳 香 族化合 物 の 生 合 成 に 就 て 行 つ た研 究 で あ る．

　先づ N ，crasss ．を Methyl・bisan｝in で 處理す る こ

とに よつ て
『
， taron ユ，：tic・less（arom ） を分 誰 し，芳香

族 化合 物 叉 は そ の 關 連 物 鶴 0種 以 上 に 就
』
τ，發 育試瞼

の 結 果 この arom 　 n ／ utant は p−Arr．i二iobenzoic 　 zcld

（PABA ）｝
Tryptephratt （TRY ），　Tyrogine （TY ），

Phenylalanine （PHAL ），の 混 合 物 又 は 之 等 の 先驅 物

質 と考 えられ る所 の Shikirr，ic　acid （SKA ）單 獨 の 存

在 に 於 て 發 育 し得 る，そ し て SKA の 先 驅 體 と思 われ

る Dehydroshikimic　 acid （DHSA ） 又 は Dehydro −

quinic 　 acid （DHQA ） の 存在 に よ つ
’
oは 發育 し 得 な

い 様 な mutant で あ る こ とを明らか に し て い る．

　 次 に 遺 1專學 的 に 逍 求 して ，こ の arom の IOCUS は

linkige　group 　 I の 右腕 に 在 b ，
　 centromere か ら

21．7mmp 　 units の 所 に 在 る こ とを指摘 し て い る．

　 生 北 學 的 に は ， 　 こ の arom 　 mu
’
Lamt で は 先 驅 盟 か

ら SKA へ の 變 化が ブ 卩 ツ ク され て い る と考 え られ る

の で 著者 等 は 此 の arem 　mutant を用 い T ．
　 SKA 添

加 の も とに 培養 を宥 い その 培養 濾液 に 就 τ ペ ーパ ーク

ロ マ ト グ ラ フ イ を行 い 71 ）avisac の 得・た成 果 を應 用 し

て ， 郎 ち 2 株 の E．coli と Aerobacter　aeregenes の

3 橡 の m ロ ね ユ t の 發 育 に 對應す る か 否 か を檢 す る こ

とに よつ て ， 微量 の DHSA が蓄積す る こ とを知 り，

他 に Prottcaechuic 　 acid （PCTA ） が か な り多量 に

蓄積 す る こ とを發見 し その 分 離 確 認 を行 つ て い る．

　 更 に arom 　 mutant よ り得 られ た 2 重 の mutant

（t，yp −1） は SKA と indol （IN） 添 加 の 下 に 發 育 し外

に Anthranilic 　 acid （ANA ）を蓄積 し ANA の 後 で

プ ロ ツ ク され て い る と推定 され る もの で あ る．著 者

等 は 此 の ttyP・1 を SKA と IN 添 加 の も と に
14C 一蔗

糖 を用 い て 培養 し PCTA と ANA を分 離 し 菌體 よ b

得 られ た Alanine （AL ） と TY を對 照 とし T こ の 4

化 合 物 に つ い て
ユ 4C

の 含 量 を比 絞 し PCTA と AL に

比 し て SKA か ら生 じ た と思 わ れ る ANA と TY の 量

の 栃の
14C 一

含量 で あ る 點 PCTA は SKA をへ す し τ

DHSA か ら聾 化 す る もの と思 われ る． 以上 の 點 よ b
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